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行事食お|よ|び餞礼食に購 ||る

宇和川小百合 sayuri Uwagawa

東京家政大学栄養指導研究室准教授

1.行事と儀礼の温故知新

「和食 ;日 本人の伝統的な食文イヒ」と題 し

て,ユ ネスコ無形文化遺産に登録されたのは,

2013年 12月 のことである。和食のキーワー

ドは「自然の尊重」,そ して,その特徴が四つ

示されている。

①多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重

②栄養バランスに優れた健康的な食生活

③自然の美しさや季節の移ろいの表現

④年中行事との密接な関わり

年中行事との密接な関わりは,正月をはじ

めとして,年中行事と密接に関わつた食事の

時間を共にすることで,家族や地域の絆を強

化, と記されている。

日本では,行事などを行う日を「ハレ」, 日

常の日を「ケ」と呼び,生活に変化を付けて暮

らしてきた。

正月など年中行事の時には,特別なご馳走

や食べ物を神様に供物として捧げ,家族など

で食して,お祝いしてきた。

年中行事には,江戸時代に幕府が定めた五

節供がある。五節供は,3月 3日 などの奇数

(陽 )の 日は縁起がよいとされ,中 国から伝

わつたと言われる。明治6年にこの制度は廃

上になっているが, ご馳走を作って神に供え

る年中行事である。

《五節供》

1月 7日 :人 日(じ んじつ)………………・七草

3月 3日 :上巳(じ ようし)…………………・桃

5月 ,EI11端気 たんご)…………………菖蒲
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色川木綿子 YukO Irokawa

東京家政大学栄養指導研究室助教

7月 7日 :七夕(た なばた)……………………・笹

9月 9日 :重陽(ち ょうよう)………………菊
*1月 1日 (元日)は新年を迎える特別な日

また,季節の旬を生かして,地域で採取さ

れる食材を使って培われてきた地方独特の食

文化があ り,行事が行われる時などに,家族

を始め,地域の人々と共食 し,つ なが りを深

めてきた。

そ して,人生の節 目の祝いや冠婚葬祭など

の通過儀ネしについて も家族や親戚,地域の

人々などが集まって行われてきた。

しかし,高度経済成長期以降,社会を取 り

巻 く環境の変化が,年中行事や人生の通過儀

礼のあ り方,そ して,食文化に影響を及ぼし

ている。世帯構造が変化 して,夫婦 と子 ど

もだけの核家族が増え,さ らに高齢者だけの

世帯や晩婚化などによって単独世帯 も増加 し

ている。

また,人口の都市化が進み,地方の過疎化

が問題 となっている。共働 きの世帯 も増加

して,ラ イフスタイルのあ り方が多様化 し,

食の外部化,グルメ志向,健康志向,食の安

全など食生活にも変化を与えている。

そして,家で家族揃って食事をする機会が

少なくなり,それは,年中行事や人生の通過

儀礼などにも影響を及ぼし,家庭や地域で伝

承されにくくなっている状況がある。

反面,時代の流れとともに,新 しいイベン

トとなるもの も出現 している。聖バ レンタ

インデー,ホ ワイ トデー,イ ースター,ハ ロ

ウィンなど,こ れまでの行事 とは異なった楽
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図 1 年代別にみた行事の経験

しみ方や人との関わり方で行われている。

そこで,年中行事や通過儀礼,特にそれら

の食について, どのようにして,伝承してい

けるのかを探るために,調査を行った。

2.調査対象

対象は,2009～ 2011年 ,調理科学会特別

研究委員会による「調理文化の地域性と調理

科学―行事食・儀礼食一」の全国調査より,

関東地区(1者66県 )調査の女性回答者3570

名,18～ 20歳代,40歳代,50歳代,60歳以

上と年代別に集計 して検討 した。30歳代は,

41名 と比較検討するには,数が少ないため

に除外 した。

年中行事や通過儀礼の食について知るた

めに,2013～ 2014年 に本学の学生および卒

業生にアンケー ト方式により調査を行った。

在学生218名 は,その場で回答,回収したの

で,回収率100%である。卒業生271名 は,

郵送法にて回答を得たので,回収率21%で
ある。合わせて489名 を20歳未満,20歳代

と年代別にして集計して検討した。

3.年中行事の認知度と経験

行事では:「真陽の節句」の認知度が低い%
重陽?節年 tよ ,澤?節句ともいわれ,菊酒を
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飲み,菊の花を楽 しむ。邪気を払い,長寿

を願う行事である。9月 9日 の9は ,一番大き

な数字で,節句の一つとされている。今では,

認知しにくい節句となっている。

次いで「孟蘭盆」,いわゆる盆の行事の認知

度 も低い。各家庭で,野菜や精進料理,団
子などを盆棚に供え,提灯などを飾って,火
を焚いて霊を迎える。そして,先祖の墓や寺

に参り,期間が過ぎたら,ま た火を焚いて霊

を送る行事である。地域によって,7月 ある

いは8月 に行う。

春分と秋分の前後に行う「彼岸」の行事も低

い認知度である。墓参 りや仏事を行い,団
子やぼた餅 (お はぎ)を食する行事である。

ほかに認知度の低い行事は,春祭 りや秋祭

りなどの「祭 り」である。それ以外の行事の認

知度は,80%以上と高い。

これらの行事の経験は,図 1の通 り,認知

度の割合よりも全体に低 くなっている。

「人日」は,1月 7日 で,年明けの最初の節

句である。七草の節句 ともいわれ,セ リ,

ナズナ, ゴギヨウ,ハ コベラ,ホ トケノザ,

スズナ (カ ブ),ス ズシロ(ダ イコン)を刻んで,

粥に入れ,その年の豊作と無病息災を願った

節句である。人日というのは,中 国から伝

わり,1月 1日 は鶏,2日 は狗,3日 は羊,4
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ある満 l歳 を祝ったものである。一般に誕生

日の祝いは,行われていなかつた。一升餅

を背負わせるなど,地域によつて祝い方は異

なるようである。

儀礼の経験は,図 2の通りであるが,全体

に認知度よりは,経験の方が低い害J合である。

特に「厄払い」の経験は,どの年代でも低い。

日本には,厄年というのが,人生の中で3回

あるといわれている。男性なら,25歳,42

歳 (大厄),61歳で,女性なら,19歳,33歳 (大

厄),37歳である。これらの年の前後を前厄,

後厄と呼んでいる。厄年にあたる年の元旦

から神社や寺院で,厄除けのお祓いや祈願を

行う儀式である。

5.赤飯 と行事および儀礼

年中行事や通過儀礼の時に食される代表的

な食べ物である赤飯について調査した。

年代別にみる赤飯の摂取は,図 3の通りで

ある。全体 に有専 よ
｀
りも

'儒
礼において,赤

飯は摂取されている。しかも年代が高いと摂

取する割合が高い。

若い人たちの赤飯の摂取は,図 4の通 りで

ある。「七五三」と「成人式」を過 ぎた20歳代

の赤飯の摂取が,30～ 40%と なっているが,

他の儀礼時の赤飯の摂取は低い。

改孔バ♂√′ござごごバ′
図 2 年代別にみた儀礼の経験

日は塀全 5日 はι卜, 6日 は1弓 , 7日 はノ入ヽ, 8 El

は穀をそれぞれ占っていた, と伝わったもの

である。人日は,聞 きなれない言葉かも知

れない。

「節分」の経験が,若い世代に多いのは,学

校などで経験があるからだと思われる。

4.通過儀礼の認知度と経験

儀礼の認知度は,40歳代以上で80%以上

と高い。若い年代では,自分自身が経験をし

ていない, ということがあるので低いともい

えるが,兄弟,姉妹数の減少,核家族の増加,

親類や地域の付き合いのあり方の変化にも要

因があると思われる。しかし,行事の認知度

よりも儀礼の認知度の方が高い傾向にある。

若い年代で低い認知度の儀礼に「お七夜」が

ある。お七夜は,出産後7日 目の儀礼で,7L

児の無事を祝い,命名して家族が増えたこと

を喜ぶ祝いである。

1■
~日 .祝

い」は,お資が初め,ま たは,市F■

日祝い, ともいわれ,生後 100日 目から120

日目の間に行われる。孝L児 に初めて食べ物

を与える真似をする儀式で,歯固めの儀とし

て,小石を用意するなど,子の成長を願う。

.「初誕生」は,年齢をお正月ごとに年をとる

「数え
午1で摯肇

ていた時に, 最初の誕生日で
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図 3 年代別にみた赤飯の摂取

若い年代に赤飯の摂取について,調査した

結果から次のようなことが分かった。

赤飯を摂取する時は,祝いの時と回答した

人は,20%程度で,普段に食べたい時,祖
母が作った時などであった。なかには,自 分

の祝いのために,こ っそり購入して食べた,

学校の授業で作って食べたことがあるなどの

理由もあった。

赤飯を作らない理由は,面倒だから,な く

てもよいから,作 り方を知らない,嫌いだか

ら,家族が食べないから,な どであった。し

かし,次世代に伝承させたいと思つている人

:ま ,非常にそう思う22%,そ う思う60%以
Lと 多かった。

.1押 4 鷲F年代の赤飯の摂取
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赤飯 を葬儀 で

食 べ た 経 験 は,

10%程度 であ る

が,食 べ る理 由

は,分からないよ

うであった。葬

儀の時の赤飯は,

普通の赤飯の方

が,白 い赤飯より

も多かった。

赤飯の材料は,

小 豆29%, さ さげ23.7%, 甘 納 豆0.6%,

もち米のみ29,9%, もち米 と白米のブレン

ド21.7%,栗 5.3%, し ょ う ゆ1.2%,塩
22.9%,酒 5.7%で あった。使用材料につい

ては,分からない人も多かった。赤飯にかけ

るものは,黒 ゴマ塩 48.1%,白 ゴマ塩 4.1%,

塩のみ1.0%,何 もかけない 1.2%であった。

核家族化や生活様式の多様化,そ して,食
の外部化など食生活の変化により,年中行事

や通過儀礼の食は,次世代へ伝承 されにくく

なっているが,伝承 していきたいと若い世代

も思っている。保育,教育の場などを通 して,

日本文化を伝えてい く機会が増えることが大

切であると考える。

調理科学会特別研究委員会および調査にご

協力いただきました方々に厚 く御礼申し上げ

ます。また, この研究は,東京家政大学生活

科学研究所の「総合研究 (温故知新)プ ロジェ

ク ト,東和食品研究振興会」の助成により行っ

たもので,こ こに深 く感謝いたします。
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